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研究成果の概要（和文）：日本人英語学習者のスピーキング能力とライティング能力の発達に関する研究である。7つ
の異なる習熟度グループに属する1200名以上の日本人英語学習者（初級・中級・上級）の話し言葉からから構成される
大規模コーパス（NICT JLE）を分析対象とし、58項目にわたる多種多様な言語項目（語彙・品詞・統語構造・談話構造
など）の使用頻度の情報をもとに、多変量解析の手法を用いて、発達の指標となる言語項目の特定を試みた。結果、日
本人英語学習者の話し言葉と書き言葉に関するさまざまな特性を明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：This project investigated the overall patterns of variation across seven 
proficiency levels of 1,263 Japanese EFL learners and native English speakers. The methodological 
approach combined a learner corpus, language processing techniques, and multivariate statistical analyses 
to identify patterns of language use. The largest spoken learner corpus in Japan, NICT JLE Corpus, was 
used for the analysis. The study found interesting rising, flat, and falling frequency patterns in how 
several linguistic features are used in different oral proficiency levels. Some linguistic features 
(e.g., phrasal coordination and nouns) were frequently used by the learners at a low level. The 
frequencies of some others (e.g., contraction, pronoun it, and emphatics) increased as oral proficiency 
increased. The study identified a set of linguistic features that differentiate among second language 
proficiency groups as well as between non-native and native speakers of English.

研究分野： コーパス言語学

キーワード： Learner Corpus
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１．研究開始当初の背景 
（１）英語学習者が書いたり、話したりした
産出データを大量に収集した学習者コーパ
スを利用して、習得のプロセスを検証する研
究 は 、近年 注 目を浴 び てきて お り 、
computational SLA という新たな枠組みを与
えられている。海外では、異なる母国語をも
つ英語学習者のデータから構築された
International Corpus of Learner English (ICLE) 
を用いて、中間言語の多様性、およびその要
因としての母語の影響をさぐる研究が盛ん
である。 
 
（２）しかし、中間言語の発達をたどる研究
の成果は少ない  (Myles, 2005; Pendar & 
Chapelle, 2008)。さらには、発達の過程を多面
的にたどる研究はほとんど行われていない。
そのため、中間言語の全体像が見えてこない
という問題がある。従来の中間言語の研究は、
特定の言語項目― 語彙、あるいは文法構造
のいずれかに焦点が置かれており、対象とな
る言語項目の数が圧倒的に少ないのである
（Biber, Conrad, & Reppen,1998)。 
 
（３）そこでこれまであらかじめ学習者の習
熟度情報がついている The National Institute 
of Information and Communications Technology 
Japanese Learner English (NICT JLE) コーパス
に、31 項目のエラー情報を付与し、中間言語
の発達をエラーの観点から、多面的に明らか
にする研究を行ってきており、一定の成果を
あげた  (Abe, 2007a, 2007b)。しかし Abe 
(2007a) において、エラーではなく、学習者
の正しい言語使用に着目した方が、より中間
言語の発達の特徴を明らかにできる場合が
あるという知見も得た。 
 
（４）これを受けて、予備研究 (阿部, 2010) 
では、Biber (1988) がネイティブの英語を分
析するために開発した研究手法 ―『言語処
理技術』と『多変量解析』を用いたコーパス
の分析― を中間言語に応用し、学習者の正
しい言語使用を 57 項目から分析した。その
結果、ネイティブの話し言葉と書き言葉の違
いを多次元的に明らかにした手法が、学習者
言語にも利用できることがわかった。また、
(a) 代名詞、(b) 否定表現、(c) 等位構造、(d) 
置き換え、(e) 会話の話題、(f) 語用論的な洗
練度、などの項目が習熟レベルの違いを判別
できることが明らかになった。 
 
（５）本研究は、これまでの研究成果を踏ま
え、新しい研究手法を用いて、日本人英語学
習者の習熟レベルを一定の精度で判別でき
る項目を特定する。そしてそれらの項目を通
して、中間言語の発達を包括的に記述するこ
とで、全体像を解明することを目的とする。
よって、第二言語習得の分野において、新し
い研究手法による、新しい知見の提供を目指
す先駆的な研究として、位置づけられる。 

 
２．研究の目的 
（１）本研究の目的は、中間言語の発達の全
体像を解明する研究が不足しているという
問題を解決し、さらに語学教育の応用研究へ
とその成果が展開できる新しい手法を確立
することである。そのために、まず習熟レベ
ルの異なる学習者がさまざまな言語項目（語
彙・統語構造・談話構造・品詞など）をどれ
くらいの頻度で使用しているかという情報
を学習者コーパスから言語処理技術によっ
て抽出し、多変量解析の処理を行い、一定の
精度で習熟レベルを判別できる項目を特定
する。そしてそれらの項目を通して、中間言
語の発達を包括的に記述し、全体像を明らか
にする。 

 
３．研究の方法 
（１）まず予備研究で扱った 57 項目以外か
ら、分析対象とする項目を選定し、話し言葉
の習熟レベルを判別できる項目を特定する。
さらには以下のような言語項目を追加する
こともできないかということについて検討
を行う。 
 コロケーション（例：make / take / get / 

have + 目的語） 
 バイグラム（例：of the, you know）品詞

連鎖（例：前置詞＋名詞、副詞＋動詞） 
 日本人にとって習得が困難な項目（例：

冠詞、時制と相） 
 検定教科書において扱われる項目（例：

間接疑問文、直接疑問文、仮定法） 
 

（２）次に以下の分析手順 (A～C) により、
1200 人の話し言葉コーパス  (NICT JLE 
Corpus) から、習熟レベルを判別できる項目
を特定する。 

A) NICT JLE コーパスは、ACTFL OPI に
準拠したスピーキング・テストを受験した学
習者の発話を書き起こしたデータを使用し
ている。そのため、専門の評価官が、一定の
基準により判定した 9 段階の習熟レベルが
全データについている。そこで、プログラミ
ング言語 Perl を用いて、各言語項目の使用頻
度を習熟レベルごとに計算させるプログラ
ムを作成する。 

B)（習熟レベル）×（言語項目）のクロス
表を完成させる。 

C) 多変量解析（対応分析とクラスター分
析）を用いて、変数間の類似・差異関係を調
べ、一定の精度で、習熟レベルを判別できる
項目を特定する。 
 
（３）次に学習者と同じタスクを行ったネイ
ティブのデータを利用することで、両者を判
別する項目を特定すると同時にその類似
点・差異点を明らかにする。 
 
（４）最後に書き言葉の習熟レベルを判別で
きる項目を特定したのち、話し言葉と書き言



葉を比較する。 
 
（５）総括を行い、研究手法を確立させ、今
後の課題をさぐる。 

 
４．研究成果 
（１）日本人英語学習者のスピーキング能力
とライティング能力の発達に関する研究で
ある。2012 度は、7 つの異なる習熟度グルー
プに属する 1200 名以上の日本人英語学習者
（初級・中級・上級）の話し言葉からから構
成される大規模コーパス（NICT JLE）を分析
対象とし、58 項目にわたる多種多様な言語項
目（語彙・品詞・統語構造・談話構造など）
の使用頻度の情報をもとに、多変量解析の手
法を用いて、発達の指標となる言語項目の特
定を試みた。 
 
（２）その結果、日本人英語学習者の話し言
葉と書き言葉に関するさまざまな特性を明
らかにすることができた。初級レベルの英語
学習は、(a) WH questions, (b) synthetic negation, 
(c) phrasal coordination を多用する。上級レベ
ルの学習者、および英語母語話者は、
(a)analytic negation, (b) hedges, (c) emphatics, 
(d) demonstrative pronouns, (e) indefinite 
pronouns を特徴的に用いる。さらに英語母語
話者は、(a) pronoun it, (b) pro-verb do を学習者
より多く使用している。 
 
（３）さらには話し言葉だけではなく書き言
葉に研究対象としているため、東アジアにお
ける英語学習者の作文コーパス（アジア圏英
語学習者コーパス、 International Corpus 
Network of Asian Learners of English: ICNALE）
（参考資料）を分析した。まずは ICNALE か
ら、香港、台湾、韓国、および日本の英語学
習者（大学生）が産出した英文エッセイのデ
ータを抽出し、それぞれのグループにどのよ
うな言語的使用の特徴があるかを探った。 
 
（４）次に、学習者の母語と英語習熟度レベ
ルのちがいによって、言語使用にどのような
類似点や相違点が見られるのかという課題
についても、研究を進めた。そして、英語学
習者と同じ課題で、英文エッセイを英語母語
話者に作成してもらったデータを用いて、英
語母語話者による言語使用の特徴と学習者
との言語使用の差異を分析した。 
 
（５）その結果、言語使用の特徴によって、
3 つのグループに分かれた。日本人英語学習
者の多くは、東アジアにおける他の英語学習
者とは一線を画し、1 つのグループを構成す
ることが明らかになった。そして日本人英語
学習者の言語的特徴も明らかになった。具体
的には、日本人英語学習者が偏用しがちな
（過剰使用する）項目は「１人称代名詞」、「現
在形」といった話し言葉に特徴的なものであ
ることも明らかになった。またあまり使用し

ない（過少使用する）項目は「限定形容詞」
であった。 
 
（６）そしてさらには、英文エッセイのトピ
ックが使用言語にどのような影響を与える
のかを分析を行った。結果、英語学習者が産
出する英文エッセイは、トピックの影響を受
けることが明らかになった。 
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